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ごあいさつ 
 

 

このたび、２０１８年度の活動内容および２０１９年度の活動計画を「福井県里山里海湖

研究所年報２０１９」としてとりまとめました。 

 

平成３０年３月作成の第２期中期計画も２年目を迎えました。平成２５年の開所時に作成

した第１期中期計画（平成２５年度～２９年度）の基本理念を踏まえ、常にステップアップ

の思想で「研究」、「教育・普及」および「実践」を進めていきます。 

 

さて、本年２月に三方五湖の伝統漁業が日本農業遺産に認定されました。この伝統漁業は、

漁業者自らが「過剰に獲りすぎない」システムを構築することで、持続可能な資源利用を行

ってきたものです。本研究所の研究分野では、この伝統漁法の調査研究を進め、農業遺産の

価値を活かした観光などの地域づくりを支援していきます。また、三方五湖自然再生協議会

および昨年度発足した北潟湖自然再生協議会の活動支援や、立命館大学古気候学研究センタ

ーおよび年縞博物館との協働による年縞研究を進めていきます。 

教育と実践分野では、里山保全活動を様々な体験により総合的に進める福井ふるさと学び

の森活動において、保育士を目指す学生に森のようちえん活動に参加してもらうなど、新た

なチャレンジを行っていきます。学生のみなさんには自然の中で子どもたちと触れたり、食

べたり、モノを作ったりする体験を、今後の保育活動で活かしてほしいと考えています。こ

の他、学びの森登録団体と昨年度新たに登録した福井ふるさと学びの海湖団体との連携によ

り、森と海湖のつながりについて県民の皆様に認識を深めていただけるよう、団体同士の連

携強化を図るとともに、引き続き、職員による出前講座や活動団体の表彰、環境意識の高い

企業が里山保全活動へ参加しやすい環境づくり等、様々な活動を進めていきます。 

 

当研究所では、今後とも、science for science（科学のための科学）ではなく、science for 

society（社会のための科学）、さらには science for policy（施策と行動のための科学）

までを視野に入れて、「福井県の持続可能性」を高めることにいかに寄与できるかを考えな

がら取組みを進めてまいりたいと思っています。県民の皆様はもとより、ＮＰＯ、企業団体、

行政や教育機関など、多様な主体の連携協力の下、積極的な「理解」、「参加」、「協働」、

「支援」をよろしくお願いいたします。 

 

福井県里山里海湖研究所 所長 進士五十八 
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１ 平成３０年度事業概要および令和元年度事業計画 

 

 

 

 

１ 研究 

・福井県の里山里海湖の価値を科学的に解明 

・国内外の大学や試験研究機関と連携を強化 

・福井県の里山里海湖フィールドに研究者・学生を受け入れ、福井県の地位を高める。 

    

活動名 活動概要 
実績・計画 

３０年度実績 元年度計画 

研究活動 

環境考古、保全生態、森里川海連環、里地

里山文化の４分野において地域に貢献する

実学研究を推進 

第１期調査研究とり

まとめ 
継続実施 

研究活動の発表 
研究員が行った研究活動を積極的に学会や

県民に発信 

学会等で発表 10件 

活動発表会等 4件 
継続実施 

里山里海湖保全活用

活動を国内外に情報

発信 

里山里海湖の保全再生活用に関する全国規

模のフォーラムやイベントの開催を誘致 

学校の森・子どもサ

ミットを誘致開催 
― 

県外研究者・学生等の

受入れ支援 

県外大学等とのパイプを構築し、本県の里

山里海湖のフィールドを提供、調査・研究

を行う研究者・学生を受入れ 

研究者・学生受入 

118名 
継続実施 

 
 
 

２ 教育・普及 

・保育園、小学校、中学校と連携した次世代の人材育成 

・身近な生き物や季節の移ろいを感じ取れる子どもを育成 
    

活動名 活動概要 
実績・計画 

３０年度実績 元年度計画 

里山里海湖学校教育

プログラムの活用 

学校の校外学習における里山里海湖体験活

動の指導者用教材を作成し、県内の全小中

学校に配布、授業等で活用 

既存プログラムに 

160校・団体 

7,290名参加 

内容の拡充および活

用促進 

県民による生きもの

歳時記調査 

季節に応じて見られる生きものを県民が調

査するとともに、中学理科教員が特定種を

調査し、ホームページ等で結果公表 

報告件数 1,331件 

報告随時公開 

季節の移ろいをテー

マにしたコンテスト

開催 

里山里海湖出前講座 

研究員等が積極的に地域に赴き、出前講座

を開催するとともに、検定に合格した児童

を里山里海湖ジュニアマスターに認定 

出前講座 26回実施 

1,120名受講 

ｼﾞｭﾆｱﾏｽﾀｰ 24人認定 

継続実施 

里山里海湖リーダー

の育成 

自然再生団体等の活動者のレベルアップを

図るため、活動者向けの自然再生に関する

講座「リーダーズカレッジ」を開催 

3回開催 

87名受講 

ワークショップ形式

で 1回開催 
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３ 実践 

・県民に身近な体験フィールドを設け、自然再生団体、地域住民と共動し、研究、教育・普及、実践を

行う。 

・活動者のやる気を育み、活動を支援することで、里山里海湖を次世代へ継承する。 
   

活動名 活動概要 
実績・計画 

３０年度実績 元年度計画 

福井ふるさと学びの

森 

（研究所運営） 

里山での体験活動を通して、人の暮らしと

自然との関わりを学ぶ「福井ふるさと学び

の森」を開設し、より多くの県民が里山里

海湖に触れ親しむ機会を提供 

若狭・あわら・奥越の

３エリアで実施 

体験イベント 9回 

受入事業 6回 

487名参加 

より実践的な体験イ

ベントを実施 

8回開催 

福井ふるさと学びの

森ネットワーク 

（登録団体運営） 

自然体験、自然観察、自然再生活動ができ

る里山を「福井ふるさと学びの森」として

登録し、県民が気軽に里山に触れ、親しみ、

学ぶ機会を提供 

30 か所での体験イベ

ント等開催 

 222回開催 

 7,495名参加 

継続実施 

福井ふるさと学びの

海湖 

ふるさと学びの森に加え、新たに里海湖で

の体験活動を行う団体・場所を「学びの海

湖」として登録 

新規 5団体登録 体験イベント等開催 

元気なふるさとの里

山整備事業 

地域住民団体が地域住民以外の団体等の参

加および協力を得て行う里山整備を支援 
1地区で整備を開始 

1地区で整備を継続 

2地区で整備を開始 

ふくい里山里海湖 

活動表彰 

里山里海湖の保全・再生・活用に関する優

れた活動団体等を表彰 
5件 6団体表彰 継続実施 

ふるさと研究員認定 

里山里海湖にまつわる知恵や技を持つ県民

をふるさと研究員に認定し、知恵の伝承や

活動団体への派遣による支援 

6名追加認定 

19回派遣 
認定・派遣継続実施 

自然再生活動用 

資機材の貸出し 

自然再生活動を支援するため、ウッドチッ

パー、薪割り機等を無償貸出し 

福井市、若狭町の２ 

か所で貸出し 

延べ 73回貸出し 

継続実施 

専門家派遣 
自然再生活動を行う団体等に、技術的指

導・助言を行う専門家を派遣 

小学校、地域団体等 

20回派遣 
要請に応じて派遣 

里山里海湖研究所 

来所者向け体験講座 

里山里海湖の伝統的な人の営みを学ぶ体験

講座を実施 

自然観察コーナーを

拡充、特別企画 6回実

施 

継続実施 
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２ 平成３０年度事業報告 
 

（１）研究【地域に貢献する実学研究：Science for society】 
 

里山里海湖に関する研究者が、生物多様性を守り、その恵みを人々のくらしに結び

付ける様々な研究を行う。 
 

①実学研究の推進 

□研究分野  
 

研究分野 研究内容 研究者 

環境考古 
過去の気候と人の暮らしの関わり合いを解明し、これからの

生活に活かす。 
― 

保全生態 
里山の保全・再生に関わる保全生態学的研究を行い、研究成

果に基づき地域住民との共動による自然再生と利用を推進 
石井 潤 

森里川海連環 
汽水域の環境とそこに棲む生き物の関係を明らかにし、里山

里海湖の保全・再生に取り組む人々の活動に還元 
宮本 康 

里地里山文化 里の文化や習俗を研究し、これからの里の暮らしに活かす。 ― 

※研究活動の詳細は「４ 研究員の活動」を参照 

 

 

②研究内容や活動の情報発信 

 □学会での発表 

平成３０年度実績：１０件（口頭発表７件、ポスター発表３件） 

５月２７日     日本造園学会（京都市） 
９月 １日     水草研究会第 40回全国集会（敦賀市） 
９月１０日～１１日 日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会(東京都) 
９月１６日     日本水産学会秋季大会（広島県） 

１０月１８日     第１７回世界湖沼会議（茨城県） 
１１月 ９日     応用生態学会第 17回北信越現地ワークショップ in福井（永平寺町） 

     ２月 ７日     第 14回シジミ資源研究会（広島県） 
     ３月１８日     第 66回日本生態学会（兵庫県） 

 

□研究発表会、講演会等の開催 

平成３０年度実績：４件 

５月２３日 第１回さとうみサロン（若狭町） 

１２月 ８日 ふくい 里 フォーラム（越前市） 

１２月１８日 第２回さとうみサロン（若狭町） 

３月１０日 里山里海湖フォーラム（永平寺町） 

      

 

③調査・研究フィールドのメッカに 

 □研究者・学生への支援 

県外大学等とのパイプを構築し、福井県の里山里海湖のフィールドを提供し、調査・研究を行

う研究者・学生を受入れ 

平成３０年度実績：延べ ３大学、３機関、１１８名 

  

第２回さとうみサロン 
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（２）教育・普及【里山里海湖を「体感」し、感性を育む】 
  

里山里海湖の自然を子どもたちに体感させ、その大切さを伝えるとともに、地域の

保全・再生活動を担うリーダーを育成する。 
 

④地域資源を活かした環境教育  

□「里山里海湖学校教育プログラム」作成   

子どもたちが里山里海湖の自然を体感し、学習するため、小学校および中学校の教員が児童生徒

を指導するためのプログラムを作成 

環境教育を系統立てて学習ができるよう、現場の教員にも作成、編集にご協力いただきながら、

学校での年間指導計画の中に位置付けられるような形で編成 

小中学校の教員が「里山里海湖とは何か」、「里山里海湖でどんな活動ができるのか」、「学習指導

要領や教科書との関連はどうか」を知ることができる手引書として活用 

平成３０年度実績： 平成３１年３月  三方五湖周辺体験プログラムの改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□「里山里海湖学校教育プログラム」による受入れ 

平成２６年度から配布している「里山里海湖学校教育プログラム」に基づき、自然体験や里山里

海湖資源を活用した体験を行う学校等を受入れ 

平成３０年度実績：延べ１６０校・団体 ７，２９０名の児童・生徒等が体験 

○三方五湖周辺体験編 

施設名 プログラム名 主な内容 

福井県里山里海湖研究所 

（自然観察棟を含む） 

どんぐりアート 里山のどんぐりやまつぼっくりで人形を作る 

三方湖畔の自然観察（野鳥観察含む） 三方湖畔を散策し、生きものを観察する 

福井ふるさと学びの森 

（若狭町気山） 

みんなで春（夏・秋・冬）を見つけに行こう 学びの森で工夫しながら楽しく遊ぶ 

樹木の観察 名前をつける活動を通して、自然に親しむ 

森のげいじゅつ家 里山の材料を活かして作品づくりをする 

福井県海浜自然センター 

ビーチクラフト 里海湖に流れ着いた廃材を利用した工作 

プランクトン観察 里海湖の生き物（プランクトン）を観察 

イカや魚の解剖実験 里海湖の魚を解剖し、魚の食べ物を知る 

館内見学（ラムサール条約登録湿地） 若狭湾や三方五湖に関する館内展示の見学・体験 

福井県立三方青年の家 
ゴムボートで浦見運河を体感 ゴムボートで浦見運河を見学 

スポーツ「雪」合戦 季節を問わず体育館でする雪合戦 

若狭三方縄文博物館 
行方久兵衛と浦見運河～石工体験～ 里を開拓するための体験をする 

若狭三方縄文博物館の見学 若狭三方縄文博物館を見学する 

福井県年縞博物館 
「水月湖年縞」講義 年縞についての講義を聞き理解を深める 

年縞博物館の見学 年縞堆積物の実物展示を見て理解を深める 

 

  平成３０年度実績：延べ２０校  ７１４名 
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○北潟湖周辺体験編 

施設名 プログラム名 主な内容 

福井県立芦原青年の家 

花炭をつくろう 松ぼっくりなどを炭化させ、炭をつくる 

よしずの壁かけづくり よしずを編んでかざりを作る 

野鳥観察 冬に北潟湖に飛来する野鳥を観察する 

いかだづくり 竹でいかだを作る 

和凧づくり 伝統的な角凧を作る 

福井ふるさと学びの森 

（北潟国有林） 

森林教室 森の役割を学びながらクラフト作りをする 

冬の生きものさがし 森にある冬芽を観察する 

季節の植物観察 季節ごとに見られる山野草などを観察する 

植林、枝打ち体験 苗木の植栽や枝打ち作業を体験する 

落ち葉かきと堆肥づくり 落ち葉から土壌への形成過程を学ぶ 

 

  平成３０年度実績： ２校  ７９名 

○六呂師高原周辺体験編 

施設名 プログラム名 主な内容 

福井県立奥越高原青少年自

然の家 

ネイチャークラフト 自然の中から材料を集め、壁掛けなどを作る 

バードコール 枝を使って音を出す器具を作る 

アドベンチャーワールド 自然の中で、五感をつかって課題を解く 

福井県自然保護センター 

自然観察の森ガイド ガイドの案内により、自然観察をする 

花から実へ さまざまな花と実、受粉の仕方を知る 

森林とわたしたちのくらし 雑木林で、人と生物の関係を学ぶ 

いろいろな植物の種の運ばれ方 様々な種子散布様式を観察する 

「伏石（ぶくいし）」の正体を調べよう 「伏石」の調査や地形の観察をする 

冬の野鳥観察 エサ台に来る野鳥の観察をする 

日本一きれいな星空を見よう 太陽や月、星の動きを学ぶ 

 

  平成３０年度実績： ８校・団体  ２１６名 

○丹南地区周辺体験編 

施設名 プログラム名 主な内容 

県立鯖江青年の家 
ネイチャーゲーム 野外や森の中で様々なゲームをし、自然とふれあう 

葉脈のしおりづくり 葉脈標本をつくり、植物の体のつくりを学ぶ 

しらやまいこい館 コウノトリ放鳥の足跡 コウノトリを通して、自然と人との関わりを学ぶ 

越前市エコビレッジ交流センター 里地里山エコツアー 坂口地区の豊かな自然や生きものを観察する 

八ツ杉森林学習センター 自然の色・草木染め体験 自然の材料を使った草木染めを体験する。 

森の学舎（悠久ロマンの杜） 森林教室 森林および林業について学習する 

越前町立福井総合植物園プラントピア 植物観察 四季折々で変化する植物の様子を観察する 

越前市和紙の里パピルス館 紙すき体験 伝統工芸品である「越前和紙」を手すきする 

福井県陶芸館 陶芸教室「手ひねりコース」 歴史ある「越前焼」を製作する 

うるしの里会館 うるしの里「絵付け体験」 「越前漆器」の絵付け体験をする 

 

  平成３０年度実績：延べ１３０校・団体  ６，２８１名 

 

 

 

  

三方湖の生きもの 野鳥観察 
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⑤生きもの歳時記 

□研究推進員（中学理科教員）による調査 

中学校理科教員と里山里海湖研究所が

連携を深め、学校現場における環境教育を

より充実させるため、県内中学校に在籍す

る理科教員（236 名）を里山里海湖研究所

研究推進員に委嘱 

平成３０年度実績： 

学校周辺のサクラの開花日および 

モミジ等の紅葉日の調査を実施し、 

福井県中学校教育研究会理科部 

会の協力のもと、開花日、紅葉日 

マップを作成し、配布。 

                     

 

□県民による季節に応じた生きもの調査 

季節の移ろいや自然の豊かさを県民が体感し、共有するた

めに、季節の変化を表す二十四節気や七十二候に見られるよ

うな生きものの情報を県民から募集、ホームページで公開 

平成３０年度実績： 報告件数１，３３１件 

２０１９年版 歳時記パンフレット「生きもので感じる福井
の季節」を作成・配布 

季節ごとに小学４年生向け「身近な生きもの観察シート」を
作成・配布（５月２９日：夏、８月２１日：秋、１１月２７
日：冬、２月１９日：春） 

 

 

□「彼岸花のある里風景」写真コンテストの開催 

県民の皆様に自然に目を向け、季節の移ろいを感じていただくため、里山で９月に象徴的に咲
く「彼岸花」をテーマとした写真コンテストを開催 

 

    募集期間  平成３０年９月７日（金）～１０月２０日（土） 
    審査方法  福井県年縞博物館来場者に投票を依頼 
    表 彰 式  平成３１年３月１０日（日） 里山里海湖フォーラム 2019 開催会場 

 

入賞者一覧 

賞 氏名（撮影地） ※敬称略 

里山里海湖大賞（１点） 橋本 昭（若狭町） 

ふるさと研究員特別賞（３点） 三木 浩（若狭町）、大橋 博之（若狭町）、古坂 篤子（若狭町） 

入賞（５点） 
山本 清子（若狭町）、萩原 茂男（おおい町）、梶 忍（越前市） 

松田 貴寛（小浜市）、中西 彩舞（敦賀市） 

  

生きもの歳時記パンフレット     
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⑥研究員講座の提供 

□出前講座の開催 

研究員等が積極的に地域や小中学校に赴き、出前講座を開催 

平成３０年度実績：２６回講座開催、９３８名受講 

 

 

 

 

 

 

 

【研究員による出前講座】 延べ６回 ２３１名受講 
№ 開催日 内容 相手方 開催場所 人数 研究員 

1 H30.6.8 ホタルの話と観察会指導 
梅の里小、 
保育園関係者 

西田公民館 45 石井 

2 
Ｈ30.6.28 
他５日 

田んぼの生きもの調査（カエ
ル） 

農業者、一般 若狭町水田 11 石井 

3 H30.7.19 
里の学校 
ゆりかご田の水草 

三方小 
５年生 

三方小学校 18 石井 

4 H30.8.5 
北潟湖における学生実習の調
査結果 

一般 北潟公民館 25 石井 

5 H30.8.7 
年縞講義、水月湖畔での解説 
（地方創生ハイスクール in 福井） 

県内外高校生 
縄文博物館、水月湖
畔 

90 
北川
（兼） 

6 H30.11.21 
里の学校 
年縞博物館見学 

三方小 
５・６年生 

年縞博物館 42 
北川
（兼） 

 

【研究事務員・相談員による出前講座】 延べ２０回、７０７名受講 

№ 開催日 内容 相手方 開催場所 人数 担当 

1 H30.5.8 
コシアカツバメの観察と生態
指導 

和田小 
３年生 

和田小学校 31 高橋 

2 H30.5.26 
ミシシッピアカミミガメに関
する講師 

一般 三方青年の家 28 高橋 

3 H30.5.29 
コシアカツバメの観察と生態
指導 

鳥羽小 
３年生 

鳥羽小学校 19 高橋 

4 H30.6.5 鳥羽谷の自然について 
鳥羽小 
３年生 

鳥羽小学校 19 高橋 

5 H30.6.12 えがお池の生き物観察会 
鳥羽小 
３年生 

鳥羽小学校 19 高橋 

6 H30.6.22 上瀬川生きもの観察 
気山小 
５、６年生 

上瀬川 23 
吉田、
小嶋 

7 H30.6.26 関屋川の生きもの観察 
青郷小 
３年生 

関屋川 24 
大宮、
高橋 

8 H30.6.28 外来種駆除の必要性について 
熊川小 
１、２年生 

熊川小学校 8 
大宮、
高橋 

9 H30.6.29 鳥羽川周辺観察会 
鳥羽小 
４年生 

鳥羽小学校 23 高橋 

10 H30.6.29 
南川の生きもの調査と水質環
境について 

口名田小 
４年生 

口名田小学校 23 
大宮、
高橋 
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№ 開催日 内容 相手方 開催場所 人数 担当 

11 H30.7.12 生活科生きもの探検 
三方小 
２年生 

山古川付近 15 小嶋 

12 H30.7.25 
里の学校 
田んぼの魚の観察と計測と記録 

三方小 
５年生 

三方小学校 18 小嶋 

13 H30.7.31 サイエンス教室指導 
鳥羽小学校 
参加希望児童 

鳥羽公民館 25 高橋 

14 H30.8.3 鳥羽川の生き物調査と観察 
鳥羽小学校 
参加希望児童 

鳥羽川 10 高橋 

15 H30.8.3 
生きもの多様性についての講
義、野外観察 

新採用教員 
福井県自然保護センタ
ー自然観察の森 

239 
小嶋、
大宮 

16 H30.8.25 
川の生き物と環境についての
講義 

南前川区 
子ども会 

南前川ふれあい会
館 

16 小嶋 

17 H30.8.28 生き物調査・解説 玉置子ども会 若狭町玉置集落内 31 
大宮、
高橋 

18 H30.9.28 松ぼっくりアート 
松陵幼稚園児 
年中、年長 

松陵幼稚園 90 
永木、
川田 

19 H30.10.9 トンボの捕獲と観察 
鳥羽小 
３年生 

鳥羽小学校周辺・ 
高速の高架下 

20 
高橋、
大宮 

20 H30.11.6 三方湖畔の生きもののお話 
梅の里小 
１、２年生 

西田公民館 26 大宮 

 

□里の学校 

   研究員等による里山里海湖に関する講座などを、小中学校において１０時間以上受講し、里山

里海湖ジュニア検定に合格した児童・生徒を里山里海湖ジュニアマスターに認定 

平成３０年度実績：若狭町立三方小学校において実施 

         小学６年生２４名をジュニアマスターに認定 

№ 開催日 内容 対象学年 開催場所 人数 

1 H30.7.19 ゆりかご田の水草 ５年生 ５年教室 18 

2 H30.7.25 田んぼの魚の観察と計測と記録 ５年生 
若狭町鳥浜地区の田
んぼ 

18 

3 H30.11.21 年縞博物館見学 ５、６年生 年縞博物館 42 

4 H31.3.6 里山里海湖ジュニア検定 ６年生 ６年教室 24 

5 H31.3.13 里山里海湖ジュニアマスター認定証交付式  ６年生 体育館 24 
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⑦里山里海湖リーダーの育成 

□里山里海湖リーダーズカレッジ 2018  

地域で頑張る自然再生団体等の活動者のレベルアップや一般県民の関心を高めるため、県内の

里山里海湖の保全・再生について、今後どのようにすべきかを県民とともに考える講座を開催 

平成３０年度実績：３回開催、延べ８７名受講 

№ 開催日 講 師 講演テーマ 開催場所 
受講

者数 

1 H30.8.26 

中嶋 健造 氏 
ＮＰＯ法人土佐の森・救援隊 

理事長 

地方創生・里地里山再生の

鍵「自伐型林業」のすすめ 

若狭図書学習

センター 
20 

2 H30.10.18 

西辻 一真 氏 
株式会社マイファーム 

代表取締役 

自産自消の取組みからみる

地域活性化 

アオッサ 

研修室 
42 

3 H30.12.8 

白川 勝信 氏 
北広島町立芸北高原の自然館 

主任学芸員 

里山を利用して、地域から

お金を「逃がさない」しくみ

を考えてみよう 

ふくい農業

ビジネスセン

ター 

25 

※ 第３回は「ふくい○里フォーラムと同時開催 

 
 

 

 

 

 

第１回講座            第２回講座             第３回講座  
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の声＞ 

・ 林業について聞いてきた話の中で、一番ワクワクする内容であった。自分のチャンスに変え

ていけるかが課題であると感じた。（20代・女性） 

・ 常識にとらわれない発想の転換ができるかどうか、これが地域活性化のキーワードだと思

う。これまであきらめていたことも視点を変えて活かしていくことが必要であると感じた。

（50代・男性） 
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（３）実践【次世代につながる持続可能な里山里海湖の保全・再生・活用】 
  

里山里海湖の保全・再生に頑張る地域や団体を応援や支援するとともに、共に活動

することで、研究成果を人々の暮らしに活用する仕組みを構築する。 

 

⑧「福井ふるさと学びの森」 

□「福井ふるさと学びの森（県運営）」で里山に触れ・親しみ・学ぶ機会を提供 

里山での自然体験、自然観察、自然再生活動を通して、人の暮らしと里山との関わりを学ぶ。 

若狭エリア、あわらエリアおよび奥越エリアの３か所で活動機会を提供 

○福井ふるさと学びの森（県運営）３エリアの概要 

エリア 若狭エリア あわらエリア 奥越エリア 

開 設 平成２６年６月２１日 平成２７年５月１５日 平成２７年５月１５日 

場 所 若狭町気山 あわら市北潟 あわら市波松 大野市南六呂師 

面 積 約４ha 約３９ha 約２ha 約２８ha 

所有者 民有地（気山区寺谷地区） 国有地（北潟国有林） 民有地 県有地（自然観察の森） 

管理者 里山里海湖研究所 福井森林管理署 地域住民 福井県自然保護センター 

特 徴 

多様な樹木や野鳥が観察

できる。展望広場からは

三方五湖が眺望できる。 

多様な樹木や希少な植物、貴重な自

然林が観察できる。日本海も眺望で

きる。 

森林や湿原などで多様な樹

木、動物、昆虫など観察で

きる。 

平成３０年度実績：参加者数 ４８７名 

うちイベント開催  ９回 延べ  ２８０名 

 若狭エリア   ３回     ７４名 

あわらエリア  ３回    １４６名 

奥越エリア   ３回     ６０名 

うち遠足等受入   ６回 延べ  ２０７名   

 若狭エリア   ３回     ９５名 

あわらエリア  ３回    １１２名 

 

（１）若狭エリア 開催イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 開催日 タイトル 主な内容 人数 

1 H30.5.6 春の里山を感じよう！ 
春の里山散策、薪を使った屋外炊飯体験

など、５感を使って自然を感じる。 
30 

2 H30.6.10 
里山に住む生きものを知ろ

う！ 

足跡などの森の生きものの痕跡探しと、

自然物を使ったクラフト作りにより、想

像力を養う。 

15 

3 H30.7.15 「丸太で遊ぼう・学ぼう！ 

杉の間伐作業見学と丸太切り・薪割体験、

工作作りを通して、森の手入れの必要性

を学ぶ。 

29 
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（２）あわらエリア 開催イベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）奥越エリア 開催イベント 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   若狭エリア 7/15イベント   あわらエリア 12/15イベント    奥越エリア 5/5イベント 

 

№ 開催日 タイトル 主な内容 人数 

1 H30.5.27 初夏の森散策＆地引網体験 

里山（竹林）散策と、地引網体験、ビー

チクラフトを通して森と海の結びつきを

学ぶ。 

78 

2 H30.9.29 
秋の森散歩～さつまいも掘

り＆たき火で焼き芋 

サツマイモ掘りと焼芋体験。森散策は台

風接近により短縮して実施。 
30 

3 H30.12.15 
冬の森散策～里山の竹の管

理と竹細工～ 

里山の竹の管理のお話と、ミニ門松など

の竹細工体験。森散策は荒天により中止。 
38 

№ 開催日 タイトル 主な内容 人数 

1 H30.5.5 森のようちえん 
春の生きもの観察やネイチャーゲームを

通して、里山の環境を学ぶ。 
39 

2 H30.7.8 森の中で甲虫を探そう 
カブトムシやクワガタムシのほか、トン

ボや蝶の生態や生息環境を学ぶ。 
19 

3 H30.9.2 
いろいろな葉っぱを見てみ

よう 

高原に見られる多種多様な植物や生きも

のを観察し、生息環境を学ぶ。 
2 

※ 奥越エリアは自然保護センターとの共催により開催  

＜参加者の声＞ 

・ 斧を使うことができた、里山に対する日本人の思いが知れた。（小学生男子） 

・ 昨日まで虫を怖がっていた息子が素手でヤスデやクモを触り、数時間で苦手を克服できて、よか

った。虫や木選びに夢中になってくれてうれしかった。（40 代・女性） 

・ もっと生活の中で、里山里海に接することができるといいですね。そう思うと、のび太がいつも

裏山で遊んでいるってすごいですね！（40 代・女性） 

・ 竹とのふれあいは、今までにないことなので、作品作りを通してとても楽しめた。（30代・女性） 

・ 自然を大切に思う心を養っていきたいと思う。（小学生女子） 
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□「福井ふるさと学びの森」を全市町で展開 

県内全ての市町において、県民がより気軽に里山に触れ親しめる機会を提供していくため、

県内の里山を活動場所として、自然体験・自然観察・自然再生の活動に取り組む団体および活

動場所３０か所（※次ページ参照）を「福井ふるさと学びの森」として登録    
 

○「福井ふるさと学びの森」における活動 

  県内３０か所の学びの森では、年間を通じて多彩なイベントが開催され、多くの県民の方が

身近な里山を訪れた。 

  平成３０年度実績 イベント開催 延べ   ２２２回 

参加者数   延べ ７，４９５名 

○「福井ふるさと学びの森」への研究所からの支援 

  登録団体の活動に対し、活動用資機材の貸出し、活動プログラムの提案、専門家の派遣、イ

ベント広報協力を行うほか、安全対策講習会の開催や登録団体相互のネットワーク化を図るな

ど活動のレベルアップに対する支援を行った。 

  平成３０年度実績 活動用資機材の貸出し  ２８件 

活動プログラムの提案   ２件 

専門家の派遣       ５件 

イベント広報  季節ごとに４回イベント案内チラシを発行 

  

□「福井ふるさと学びの海湖」を新たに登録 

平成３０年度には、学びの森に加え、県内の海湖（川を含む）において、海湖の自然を感じ、

学ぶ体験活動および海湖を保全する体験活動を広く県民に提供する団体を募集し、「福井ふるさ

と学びの海湖」活動団体として、新たに５団体を登録 

○登録の流れ 

 

募 集 期 間：平成３０年１１月１２日（月）～１２月１２日（水） 

応 募 数：５団体 

審 査 結 果：登録要綱に基づき、申請のあった５団体に対し、 

書類審査、活動内容ヒアリング等を実施し、 

すべての団体が登録要件を満たす 

登 録 日：平成３１年３月１０日（日） 

登録証交付：里山里海湖フォーラム 2019（H31.3.10）において 

各団体に交付 

 

 

福井ふるさと学びの海湖 登録団体および活動場所一覧 

登録 
番号 

学びの海湖の活動を行う団体・法人名     学びの海湖の活動を行う場所 
  
市町 

1 越前松島水族館 水族館前の海岸（三国町崎） 坂井市 

2 おおいビーチクラブ 長井浜海水浴場 おおい町 

3 一般社団法人 環境文化研究所 
日野川（越前市内、鯖江市内）、 
足羽川（福井市内） 

越前市 

4 高浜ブルーフラッグアカデミー 若狭和田ビーチ  高浜町 

5 国立若狭湾青少年自然の家 小浜市田烏大浜海岸 小浜市 

 

  

登録証交付の様子 
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福井ふるさと学びの森 登録団体および活動場所一覧 
 

登録 
番号 

学びの森の活動を行う団体・法人名     学びの森の活動を行う場所 
  
市町 

1 青葉山里山整備の会 高浜町中山地区（青葉山） 高浜町 

2 
一般社団法人 
青葉山麓研究所 

青葉山麓 
（高浜町健康長寿の里およびその周辺） 

高浜町 

3 
あそぼっさ！越前市 
ハッピープロジェクトチーム 

村国山芦山公園 越前市 

4 あわらの自然を愛する会 北潟湖周辺 あわら市 

5 えいへいじ緑清会 吉野ケ岳 永平寺町 

6 
特定非営利活動法人 
エコハウス沙羅 

福井市謡谷町 福井市 

7 
公益財団法人 
越前市文化振興・施設管理事業団 

八ツ杉千年の森 越前市 

8 越前町立福井総合植物園 越前町立福井総合植物園 越前町 

9 小原ＥＣＯプロジェクト 勝山市北谷町小原地区 勝山市 

10 河和田自然に親しむ会 
河和田地区 
（中山公園、尾花キャンプ場等） 

鯖江市 

11 
特定非営利活動法人 
恐竜のまち勝山応援隊 

かつやま恐竜の森 勝山市 

12 気比の松原１００年構想推進連絡協議会 気比の松原（松原国有林） 敦賀市 

13 
特定非営利活動法人 
自然体験共学センター 

上味見地域（ふくい森の子自然学校等） 福井市 

14 
特定非営利活動法人 
自然と共に生きる会サンガ 

美浜町新庄地区 
（雲谷センター、渓流の里、赤坂山等） 

美浜町 

15 清水竹拓行務店 
福井市清水東地区 
（清水町、小羽町、和田町、清水杉谷町等） 

福井市 

16 
特定非営利活動法人 
森林楽校・森んこ 

おおい町名田庄納田終老左近 おおい町 

17 田倉川と暮らしの会 
南越前町古木（古木地区） 
（アカタン砂防堰堤周辺） 

南越前町 

18 谷の山を愛する会 
勝山市北谷町谷地区のブナ林 
（奥越フットパスコース） 

勝山市 

19 ２９１の森保全の会 福井市美山町芦見地区 福井市 

20 ノーム自然環境教育事務所 
大野市南六呂師 
（ハックルベリーの森） 

大野市 

21 東っ子自然たんけん隊 
福井市竹生町 
（ヨッシーの森およびその周辺） 

福井市 

22 福井市 足羽三山（八幡山、兎越山、足羽山） 福井市 

23 ボーイスカウト福井２団 池田町清水谷（清水谷キャンプ場） 池田町 

24 
株式会社 
まちＵＰいけだ 

池田町志津原 
（ツリーピクニックアドベンチャーいけだ） 

池田町 

25 
株式会社 
マルツ電波 

坂井市丸岡町山竹田 
（マルツの森） 

坂井市 

26 
特定非営利活動法人 
三国湊魅力づくりＰＪ 

坂井市三国町陣ケ岡 
（ラーバンの森およびその周辺） 

坂井市 

27 森の楽校とようちえん「ぽてころころ」 福井市朝谷町（木ごころの森） 福井市 

28 
特定非営利活動法人 
森のほうかごがっこう 

坂井市丸岡町山竹田 
（たけだ風の谷プレーパーク） 

坂井市 

29 蝓蜊の里くらぶ 高浜町中寄区（牧山周辺） 高浜町 

 
30 

特定非営利活動法人 
ＷＡＣおばま 

小浜市上根来地区 小浜市 

 ※登録番号は団体名称の五十音順 
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⑨活動者の「やる気」の醸成 

□ふくい里山里海湖活動表彰 
保全・再生の活動者を幅広く表彰し、活動を応援 

平成３０年度実績：５件６団体表彰（里山里海湖フォーラムにおいて表彰） 

 

                    表彰団体一覧             （50音順） 

口
くち

名田
な た

むらづくり推進委員会 

（小浜市） 

 

特定外来生物であるオオキンケイギクの駆除や注意喚起を行っている。平成２７年度から区役員を

中心に、地区内でオオキンケイギクの生息域の調査を開始。平成２８年には調査を基にした生息域

マップを作成し、平成２９年度から駆除を開始。平成３０年度は、駆除活動を区役員から地域住民

に広げ、パトロールという形で行っている。発見した場合は、その都度、根から引き抜き、 

焼却処分をしている。処分の方法については、市の広報誌を利用し、地域住民に周知し、地域全体

で駆除活動を行っている。 

 

里山銀杏峰
げ な ん ぽ

を愛する会 

（大野市） 

 

約２０年前から登山道がなかった大野市の銀杏峰の整備を開始し、近年では、関西中京方面を中心

に多くの来山者で賑わっている。約１７ｋｍの登山道が完成した後も、刈り払いや維持管理作業を

続けた結果、それまで見られなかった県絶滅危惧Ⅱ類であるオオヤマレンゲも数か所で生息する 

ようになり、現在は、その保護活動も行っている。毎年、山開きの後、里山遊歩道の探索や夏休み

自由研究など、子どもたちや市民を対象とした森林環境教育も実施している。 

 

福井市旭公民館・ 

福井市旭青少年育成会 

（福井市） 

 

３０年の長期にわたり地区を流れる荒川について、水質調査および生態調査を実施している。源流

の農村部である永平寺町から都市部である足羽川合流地点までを調査対象として、地域と小学生が

連携し、身近な川に対する関心を高め、自然に親しみ慈しむ心を育成している。荒川の環境をよく

するためには、上流と下流の流域の人々が思いを同じにすることが不可欠との考えから、荒川流域

の地区の公民館、自治会など関係者に呼び掛け、旭公民館が主催して「荒川サミット」を開催して

いる。 
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むろこ女性の会 

（勝山市） 

 

村岡
む ろ こ

山周辺で、ナツアカネ、アキアカネといった赤トンボの生態を調査している。村岡山で、赤ト

ンボや様々な昆虫が観察でき、かつ、里山の原風景が楽しめる場所を「キラキラスポット」として

設定するとともに、平成２９年度に作成した赤トンボの一生をまとめたＤＶＤを活用した地域の 

教育活動のほか、里山周辺にある勝山のジオサイトを巡る「ジオツアー」の開催等、地域住民の枠

を越えて、里山やジオサイトの魅力を発信している。 

 

一般社団法人 

若狭路活性化研究所 

（若狭町） 

 

小学生を対象とした里山里海湖の自然を活用した体験教育活動を実施している。キャンプ活動を中

心に、シーカヤック、シュノーケリング、焼き芋など、季節に応じたプログラムを提供し、活動を

通じて、子どもたちに自然の偉大さ、楽しさ、喜び、危険などを体感させ、自然への愛着心・誇り

を醸成している。また、平成３０年度から開始した人材育成事業「若狭ソーシャルビジネスカレッ

ジ」を通して、これからの一人ひとりの幸せ、地域や社会全体の幸せについてともに考え、実現に

近づけられる若手の人材育成にも力を入れている。 
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□ふるさと研究員の認定 

   ふるさと研究員（農業・文化・環境・観光・民俗・ビジネス）を認定し、単なる技術の伝承だ

けでなく、その意味合いについても伝承 

平成３０年度実績：６名追加認定、延べ１９回活動 
 

  

             ふるさと研究員 認定者一覧   （H31.4.1現在、50音順） 

No. 氏名 市町 主な活動分野 

1 青池 豊博 若狭町 樹木の活用（景観、風景づくり） 

2 井草 貴男 福井市 自然観察指導、昆虫標本作成指導 

3 池上 成志 若狭町 森づくり（森林環境）、きのこ観察 

4 大石橋 節子 福井市 自然体験活動、森のようちえん 

5 大南 新一 あわら市 山野草の保全、クラフト体験 

6 荻田 英爾 福井市 農業・農村体験、自然体験活動 

7 尾崎 恵里 若狭町 農業・農村体験 

8 小澤 聖輔 福井市 里山整備、間伐材の有効利用 

9 尾花 幸次 おおい町 竹細工、森林整備 

10 加藤 豊純 坂井市 伝承料理、クラフト体験、着付、フラワーアレンジメント 

11 笠原 英夫 福井市 きのこ観察 

12 川崎 隆徳 あわら市 環境学習支援 

13 河田 勝治 あわら市 山野草の保全、史跡探訪、竹細工、地引網体験、農業体験 

14 北村 志穂美 敦賀市 自然の恵みを活かした料理・工作・暮らし体験 

15 組頭 五十夫 あわら市 自然体験活動 

16 小松 晴夫 南越前町 里地里山の地域づくり 

17 近藤 邦憲 あわら市 山野草の保全、クラフト体験 

18 坂本 均 大野市 自然体験活動 

19 坂本 道子 大野市 自然体験活動 

20 櫻井 知栄子 福井市 環境保全、森のなりたち、山・川・海の流れ 

21 田川 亨 敦賀市 野鳥観察における解説 

22 武田 真澄美 美浜町 野鳥観察、自然再生活動、環境学習・生きもの調査、餅つき 

23 多田 憲市 福井市 里地里山の地域づくり 

24 田中 裕治 越前町 木工クラフト体験 

25 辻 義次 若狭町 野鳥観察、三方五湖の歴史、地質変化・活断層の解説 

26 鳥居 直也 小浜市 自然体験活動 

27 永上 新子 福井市 自然体験活動 

28 永野 千太郎 高浜町 竹林整備、竹の有効活用 

29 中村 悟 若狭町 野外活動、樹木観察、里の暮らし体験 

30 夏野 宣秀 福井市 獣肉の有効活用 

31 西尾 佳之 福井市 自然体験活動 

32 野村 みゆき 越前市 農業・農村体験、伝承料理、伝統文化、田んぼでの環境学習 

33 萩原 茂男 おおい町 自然体験活動、林業体験活動 

34 林 昌尚 越前市 自然体験活動、自然体験活動者への指導（ネイチャーゲーム） 

35 日野岡 金治 越前市 自然体験活動、木育活動 

36 福嶋 徳美 鯖江市 自然体験活動、里の暮らし 

37 福地 伸二 敦賀市 竹を利用した遊び、端材を利用した工作 

38 福地 久子 敦賀市 竹を利用した遊び 

39 藤原 一功 福井市 里山整備、木工クラフト体験 

40 平城 常雄 小浜市 野鳥観察における解説 

41 細川 和朗 福井市 自然体験活動 

42 堀 孝敏 おおい町 野鳥観察における解説 

43 増井 増一 若狭町 湖の伝統漁法 

44 水谷 弘則 敦賀市 竹を利用した遊び 

45 山本 仁 福井市 里山・地を利用したウメ栽培体験、かや田等の保全活動体験 

46 吉田 良三 若狭町 湖の伝統漁法 

47 吉村 義彦 若狭町 農業体験 

48 和田 千代 小浜市 有機農業 
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⑩保全・再生活動を支援 

□元気なふるさとの里山整備事業（地域と企業等との共動による里山整備） 

過疎化や高齢化により整備が行き届かなくなった里山の再生を図り、地域の活性化につなげる

ため、平成３０年度から、地域住民以外の企業、学生等の参加および協力を得て保全・整備活動

を行おうとする住民団体の活動に対して、作業に必要な資機材の貸出し、専門家の派遣、助成金

等により支援 

整備事例：身近な森での展望台、登山道の整備（案内看板の

製作、設置等）、ビオトープ、里山公園、広場の整

備等 

  平成３０年度実績：１件 

整備地区名 参加協力企業 

三方上中郡若狭町脇袋地区 

（膳部山） 
アイシン・エィ・ダブリュ工業㈱ 

 

□資機材の貸出し 

保全・再生活動や自然観察会などに必要な資機材を無償で貸出し 

 

○貸出資機材 

 ＜嶺北拠点：県森林組合連合会＞ 

 ウッドチッパー ３台、薪割り機 ３台、組立式炭化炉 ４台 

 ＜嶺南拠点：里山里海湖研究所＞ 

 ウッドチッパー １台、薪割り機 １台、組立式炭化炉 ２台 

 

○貸出実績  

 嶺北拠点 嶺南拠点 計（延べ） 

ウッドチッパー ３９  ８ ４７ 

薪割り機 ２２  ３ ２５ 

組立式炭化炉  １  ０  １ 

計（延べ） ６２ １１ ７３ 

 

  

 

 

 

 

 

 
ウッドチッパー        薪割り機       組立式炭化炉 

  

□自然再生支援隊派遣 

地域、団体、学校、企業が行う保全活動などに対して技術的指導・助言を実施 

平成３０年度実績：２０回派遣 

  

倒木処理の様子 
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□来所者向け体験メニューの提供 

１ 常時提供 

野鳥観察、どんぐりアート、松ぼっくり工作など 

  ２ 特別企画 

（１）夏季ミニ特別企画：カブトムシ博士になろう！（6/2、6/9） 

カブトムシの生態や飼育方法を学んで、夏の自由研究にチェレンジ 

（２）秋季特別企画：縄文の里山を作ろう！(㈱伊藤園 協賛事業)（11/4） 

      植樹体験、ネイチャーゲーム、火焚き体験、年縞博物館・縄文博物館見学 

（３）冬季ミニ特別企画①：ミニ門松をつくろう！（12/22） 

里山で切り出した松と竹でオリジナル門松づくり 

（４）冬季ミニ特別企画②：薪割り体験×薪ストーブピザづくり（1/26） 

薪割り体験と薪ストーブピザづくり 

（５）冬季ミニ特別企画③：薪ストーブを囲もう！あったかブックトーク（2/23） 

里山の鳥、奥山の鳥、そのまわりの自然についてのお話会、薪ストーブで焼き芋 

（６）冬季ミニ特別企画④：シイタケの菌打ち体験（3/2） 

コナラの原木にシイタケの菌打ち体験 

 

 

 

 

 

 

 

□来所者数の推移  

 
H25 H26 H27 H28 H29 

H30 

 前年比％ 

4 月 － 289 1,190 1,061 1,078 1,156 107.2 

5 月 － 514 1,779 2,627 2,029 1,649 81.3 

6 月 － 275 985 1,275 553  973 175.9 

7 月 － 398 1,346 1,684 957  779 81.4 

8 月 － 322 1,625 2,512 2,096  4,519 215.6 

9 月 － 205 1,213 1,273 896  2,040 227.7 

10 月 － 212 1,225 1,228 909  2,226 244.9 

11 月 171 232 1,189 1,112 885  2,051 231.8 

12 月 167 104 523 404 568  913 160.7 

1 月 183 101 456 666 546  756 138.5 

2 月 336 95 519 502 406  1,320 325.1 

3 月 339  2,579 815 1,468 1,518  1,662 109.5 

計 
1,196 

※1 
5,326 12,865 15,812 

※2 
12,441 

※3 
20,044  161.1  

※1 平成 27年 3月 21日道の駅三方五湖オープン 

※2 平成 29年 5月 9日から 7月 14日縄文プラザ改修工事により展示コーナー移転 

※3 平成 30年 7月 9日から 7月 20日年縞博への移転作業により休館、 

平成 30年 7月 21日以降は自然観察棟への来所者数 

植樹体験 あったかブックトーク 薪割り体験 
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□共催・協力事業 

 
開催日 事業名 対象 人数 主催 

H30.7.30-31 学校の森・子どもサミット 全国小学生、一般 247 サミット実行委員会 

H30.8.3 新採用教員研修 新採用教員  239 福井県教育総合研究所 

H30.8.8 鯖江青年の家サマーチャレンジ 一般 36 福井県立鯖江青年の家 

H30.9.1-2 水草研究会第 40回全国集会 会員他 66 水草研究会実行委員会 

H30.10.19 若狭町の町づくりプラン発表会 三方中 3年生 77 若狭町立三方中学校 

H30.11.23-25 わくわく体験塾 一般 32 ６施設連携 

H30.11.24 第５回北潟湖フォーラム 一般 143 北潟湖自然再生協議会 

 
 
 □出展イベント 
 

開催日 イベント名 対象 主催 

H30.8.11 林業シンポジウム 一般 八ツ杉森林学習センター 

H30.9.16 若狭町祭り「若祭」 一般 若狭町 

H30.11.24 縄文ロマンパークいろいろＧＡＲＤＥＮ 一般 （一社）SwitchSwitch 

H30.12.1 クラフトマルシェ 一般 国立若狭湾少年自然の家 

H31.2.24 体験の風を起こそう！京都イオンモール出展 一般 国立若狭湾少年自然の家 

H31.3.9 名勝三方五湖 梅まつり 一般 梅の里地域づくり協議会 

 
 
□研修等受入れ  

 

実施日 内容 来訪者 人数 

H30.8.18 わかさ長期合宿 三方五湖自然解説 類塾 8 

H30.8.20 研究所視察 八王子市地理教員（東京都） 8 

H30.9.27 研究所視察 タイ王国 ＳＣＧ財団 26 

H30.9.27 おはようふくいセブン取材 福井放送（株） 4 

H30.10.23 研究所視察、久々子湖のなぎさ再生 駒澤大学学生 16 

H30.11.4 野鳥観察 福井大学教育学部学生 12 
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 ○１２月９日（日） 

（１）現地見学会（9：30～11：30） 

1 日目の発表会において上野嘉蔵氏（安養寺・薪割り倶楽部）にご紹介いただいた越前市

安養寺町の里山『郷の森・里楽』の現地見学会を行った。参加者は、時折雪が降る寒い中、

『郷の森・里楽』での活動の解説に耳を傾け、発表会での上野氏の説明をおさらいしなが

ら現場を見学し、理解を深めた。 

 

 

 

 

石井潤氏（福井県里山里海湖研
究所）は、水田でコイやフナを
育てることは環境保全のため
だけでなく、食文化の再生のた
めや生業の一部となる可能性
があることを述べられた。  

現地見学会の様子 
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４ 研究員の活動 

（１）研究の概要 
 

□保全生態 

福井豪雨を対象とした斜面崩壊と植生タイプおよび地形条件との関係の検討 

里山里海湖研究所研究員：石井 潤 

 

はじめに 

近年、急激な降雨の頻度が増加し（気象庁ウェ

ブサイト：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo 

/extreme/extreme_p.html）、それに伴い、土砂災

害の発生件数が増加する傾向にある（国土交通省

ウェブサイト：http://www.mlit.go.jp/hakusyo 

/mlit/hakusho/h20/html/j1121000.html）。土砂

災害をもたらす斜面崩壊の発生に影響する要因

としては、降雨量や土壌・地質、地形などの環境

条件に加えて、植生の有無や植生タイプが挙げら

れる（Walker and Shiels 2013）。植生そのもの

は、環境条件の影響を受けて成立しているため、

植生が斜面崩壊の発生に影響を及ぼす効果を分

析する際は、植生が成立している環境条件の影響

も考慮する必要があると考えられる。 

さらに、植生はその種類によって利用や管理方

法が異なる。たとえば、林業においては、杉など

の針葉樹が植林され、木材に適した形態や材質と

なるように樹木の育成と管理が行われる。他方、

全く利用されない広葉樹林もある。したがって、

植生が斜面崩壊の発生に及ぼす影響の検討にお

いて、植生の利用や管理の観点からは、植生タイ

プに着目することが有用である。 

そこで本研究では、2004 年に多数の斜面崩壊

と土砂災害をもたらした福井豪雨を対象として、

斜面崩壊の発生と環境条件、特に標高などの地形

条件、植生タイプとの関係性を検討した。 

 

方法 

 研究対象とした福井豪雨は 2004 年 7 月 18 日

に発生した。活発な梅雨前線の活動によって、短

時間に限られた範囲で猛烈な雨となり、福井市、

美山町、鯖江市、今立町、池田町などにおいて、

約 7,800 箇所の山腹崩壊や渓岸崩壊などが発生

した（小藤・鈴木 2006）（図 1）。そのうち、多数

の斜面崩壊が見られた約 5×3 km（面積 15.9 km2； 

図 2）の範囲を研究対象地として分析を行った。

研究対象地での崩壊地の数と密度は、それぞれ

643箇所と 1 km2あたり 40.5 箇所であった。崩壊

地の面積は、平均 224.4 m2（範囲： 2.0 – 3051.3 

m2）であった。斜面崩壊の発生と環境条件および

植生タイプとの関係を分析するために、新たに非

崩壊地の調査地点を作成した。そのために、

ArcGIS を用いて、研究対象地に 2 m 間隔の格子

点を生成し、そのうち崩壊地と重なっていない格

子点から、崩壊地数と同数の格子点をランダムサ

ンプリングした。 

 これらの崩壊地と非崩壊地の調査地点におい

て、環境条件として、地形に関連した条件である、

標高、傾斜度、TWI（Topographic Wetness Index, 

 

図 1. 福井豪雨の崩壊地（灰色の部分）と研究

対象地（四角い枠で囲んだ範囲） 

 

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo
http://www.mlit.go.jp/hakusyo
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Yang et al 2005）のデータを整理した。標高は、

10 m 数値標高データ（国土地理院提供）を用い

た。傾斜度は、10 m数値標高データから ArcGIS

を用いて計算した。TWIは、地表流水のたまりや

すさの指標であり、Ln (A/tanβ)（A: 集水域面

積, β: 傾斜度）として計算される。TWIも、10 

m 数値標高データから ArcGIS で算出できる。ま

た、植生タイプは、25,000 分の 1現存植生図（環

境省提供）を用いた。現存植生図の植生タイプの

凡例は、9タイプ（ブナ－ミズナラ群落、コナラ

群落、低木群落、針葉樹（植林地）、畦畔林、河

川植生、水田、開放水域、市街地）に整理した。 

 斜面崩壊の発生と地形条件および植生タイプ

との関係については、崩壊地と非崩壊地の地形条

件と植生タイプの頻度分布図を作成し、検討した。

また、植生タイプごとに各地形条件の箱ひげ図を

作成し、比較した。 

 斜面崩壊の発生に地形条件が及ぼす影響が、植

生タイプ間で異なるかどうかを検討するために、

植生タイプごとに、斜面崩壊の有無を従属変数に、

標高、傾斜度、TWIを独立変数とした一般化線形

モデルによる解析を行った。なお、渓畔林はデー

タ数が少なく、河川植生、水田、開放水域、市街

地は斜面崩壊が確認されなかったため、解析から

除外した。解析には、統計解析ソフトウェア Rを

用いた。 

 

結果と考察 

図 3と 4 に、崩壊地と非崩壊地の標高および傾

斜度の頻度分布図を示した。崩壊地の頻度は、非

崩壊地の頻度と比べて、標高が 250～500 m で高

い傾向があり、傾斜度は 30～40 °で高い傾向が

 

図 3. 崩壊地と非崩壊地の標高の頻度分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 崩壊地と非崩壊地の傾斜度の頻度分布図 
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図 2. 研究対象地（黒丸は調査地点。背景は 2004 年 8 月 12日に撮影され

た SPOT画像） 
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あった。次に、図 5に崩壊地と非崩壊地の TWIの

頻度分布図を示した。崩壊地の TWI は、非崩壊地

と比べて高い傾向があり、TWIが 7～11 の範囲で

崩壊地の頻度がより高くなった。TWI は地表面の

標高データから計算され、地形の起伏により地表

面を流れる水が集まりやすく、かつ集水域が高い

場所で値が高くなる。本研究対象地でも、TWI が

斜面崩壊の発生と関連することが確認された。図

6 には、崩壊地と非崩壊地の植生タイプの頻度分

布図を示した。傾斜度が小さい河川植生と水田、

開放水域、市街地を除けば、どの植生タイプでも

斜面崩壊が確認された。また、崩壊地の頻度は、

植生タイプ間で異なっており、崩壊地の頻度は、

低木群落でより高い傾向があり、針葉樹（植林地）

でより低い傾向があった。 

図 7～9 には、各植生タイプの標高と傾斜度、

TWI の箱ひげ図を示した。植生タイプによって、

分布している標高と傾斜度が異なる傾向があり、

TWIでも同様であった。これらの結果から、植生

タイプ間で、立地している環境が異なることが確

認された。 

 そこで、植生タイプごとに、斜面崩壊の発生に

標高と傾斜度、TWIが及ぼす影響を一般化線形モ

デルを用いて解析した結果、どの植生タイプでも

傾斜度と TWIが正の有意な効果を示したが、標高

はブナ－ミズナラ群落と針葉樹（植林地）でのみ

有意な正の効果を示した（表 1）。この結果は、植

生タイプによって、斜面崩壊の発生に影響する要

因が異なる可能性を示唆している。 

 以上の結果から、斜面崩壊の発生に影響する要

因を検討する際に、植生タイプと環境条件との関

係性を考慮する必要性が示された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 崩壊地と非崩壊地の TWIの頻度分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. 崩壊地と非崩壊地の植生タイプの頻度

分布図 
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図 7. 各植生タイプの標高の箱ひげ図 
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図 9. 各植生タイプの TWIの箱ひげ図 

 

 

 

表 1. 各植生タイプにおける斜面崩壊の発生

に及ぼす地形条件の効果の解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

植生タイプ 切片 傾斜度 TWI 標高

ブナ－ミズナラ群落 -27.180 * 0.182 * 1.886 *   0.019 *

コナラ群落   -8.450 * 0.036 * 0.945 *   0.002

低木群落   -6.613 * 0.075 * 0.888 * -0.001

針葉樹（植林地）   -5.586 * 0.056 * 0.348 *   0.003 *

値は係数を示す。
*
 5 %水準で有意であることを示す。

 

図 8. 各植生タイプの傾斜度の箱ひげ図 

フィールド調査の様子 
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（３）学会発表・執筆活動 等 

 

宮本 康 

【学会発表・シンポジウム】 

口頭発表 

宮本 康・金谷 弦・多留聖典・吉田丈人 再生ハビタットにおけるベントス群集の比較：現代法

と伝統法による再生なぎさの比較．2018 年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会．

2018年 9月 11日．創価大学（八王子市） 

山田勝雅・小森田智大・宮本 康・石松将武・Wachirah Jaingam・堤 裕昭・逸見泰久 貧酸素水

塊の移入に対するベントス群集の応答：群集形成パターンの評価．2018年日本プランクトン学

会・日本ベントス学会合同大会．2018年 9月 10日．創価大学（八王子市） 

石井建祐・青海忠久・富永 修・宮本 康・浜口昌巳 福井県三方五湖におけるヤマトシジミ

（Corbicula japonica）幼生の時空間分布．平成 30 年度日本水産学会秋季大会．2018 年 9 月

16 日．広島大学（東広島市） 

Miyamoto Y, Seikai T, Yoshida T.  Habitat restoration for Shijimi clam using local knowledge 

in the brackish lagoon Kugushi-ko．第 17 回世界湖沼会議（いばらき霞ヶ浦 2018）．2018 年

10月 18日．つくば国際会議場（つくば市）  

宮本 康 三方五湖のシジミ漁業の現状．第 14回シジミ資源研究会．2019年 2月 7日．むかいし

ま文化ホール（尾道市） 

ポスター発表 

宮本 康 過去 100 年間における水月湖生態系の変化：歴史記録を用いた環境復元．日本生態学

会第 66回大会．2019年 3月 18 日．神戸国際会議場（神戸市）  

【執筆】 

論文 

Miyamoto Y, Nakano T, Yamada K, Hatakeyama K, Hamaguchi M (2019) Combined effects of drift 

macroalgal bloom and warming on occurrence and intensity of diel-cycling hypoxia in a 

eutrophic coastal lagoon. Estuaries and Coasts 42: 494–503.  doi.org/10.1007/ 

s12237-018-0484-6（査読有） 

山田勝雅・宮本 康・畠山恵介 (2018) 中海におけるホトトギスガイのマットと大型海藻マットの

空間形成． Laguna 25：81–92．（査読有） 

宮本 康 (2018) 地域の歴史を踏まえて三方五湖のフナを守る：三方五湖自然再生事業「湖と田ん

ぼのつながり再生部会」の取り組み．国立公園 763: 10‒12． 

プロシーディング論文 

Miyamoto Y, Seikai T, Yoshida T (2018) Habitat restoration for Shijimi clam using local 

knowledge in the brackish lagoon Kugushi-ko. Proceedings of the 17th World Lake Conference, 

Lake Kasumigaura, Ibaraki, Japan, 2018: 253‒255.（査読有） 

その他 

宮本 康（編著）(2019) 三方五湖のシジミ： シジミを知り味わい，シジミを通じて歴史を学び，

湖の将来を考える．里山里海湖ブックレット 2，福井県里山里海湖研究所，福井，62pp（ISSN 2433

－9148）． 
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宮本 康（執筆）(2019) シジミのすむゆたかな水辺を未来へ：三方五湖のシジミについて学ぼう．

三方五湖自然再生協議会 シジミのなぎさ部会パンフレット，美浜町，福井，6pp． 

 

 

石井 潤 

【学会発表・シンポジウム】 

口頭発表 

三好岩生・石井潤・中村亮 若狭地方の農山漁村集落における地域資源利用と防災力の関係性．

平成 30 年度日本造園学会全国大会ミニフォーラム「里山里海のライフスタイルと危機対応能

力」．2018年 5月 27日．京都大学（京都市） 

石井潤 三方五湖の水草とヒシ問題．水草研究会第 40 回全国集会（福井）・研究発表会．2018年

9 月 1 日．南公民館（敦賀市） 

石井潤 福井県の湖の水辺空間の再生と人の暮らし．応用生態工学会 第 17回北信越現地ワーク

ショップ in 福井．2018年 11月 9日．福井県立大学（永平寺町） 

ポスター発表 

石井潤 農業者と歩んできた 5年間の自然再生活動．2018ふくいまる里フォーラム：実践から研

究まで．2018年 12月 8日．ふくい農業ビジネスセンター（越前市） 

石井潤・内田圭 農業従事者との協働による環境保全型農法水田の生きもの調査. 日本生態学会

第 66 回大会．2019 年 3月 18 日．神戸国際会議場（神戸市） 

 

【執筆】 

論文 

Y. Yamada, S. Itagawa, T. Yoshida, M. Fukushima, J. Ishii, M. Nishigaki, T. Ichinose (2018) 

Predicting the distribution of released Oriental White Stork (Ciconia boyciana) in 

central Japan. Ecological Research 34, 277-285 （査読有） 

小幡和男・嶺田拓也・石井潤・及川ひろみ (2018) 土浦市宍塚大池の耕作放棄田における希少種

の保全に向けての取り組み. 茨城県自然博物館研究報告 21, 21-30 （査読有） 

報告 

石井潤 (2019) 水草研究会第４０回全国集会（福井）を振り返って．水草研究会誌 108, 55-63 

（査読無） 

分担執筆 

石井潤 ・北潟歴史探訪の会 (2018) 12 ドローンで見た現在の北潟湖. 北潟歴史探訪の会編『復

刻版『北潟村誌』昭和十一年 坂井郡北潟青年學校』．北潟歴史探訪の会．pp. 144-148 
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（４）その他活動報告 
 

 研究活動報告を「里山里海湖フォーラム（Ｐ２３）」で行った。 

地域の要請に応じ多数の出前講座（Ｐ７）や大学等での講義、ワークショップの開催などさまざま

な機会において研究内容の報告を行うなど積極的に活動した。 

また、三方五湖自然再生協議会、北潟湖自然再生協議会等において、各研究員が専門分野での活動

支援を行った。 

 

【研究員が開催したワークショップ・勉強会など】 

№ 開催日 行事名 内容 開催場所 人数 担当 

1 H30.5.23 第１回さとうみサロン 

滋賀県におけるイチモ

ンジタナゴの保全再生

活動 

福井県立三方

青年の家 

（若狭町） 

5 宮本 

2 H30.9.6 
学生実習報告会・意見

交換会 

自然再生事業に関する

学生実習の報告と意見

交換 

福井県立三方

青年の家 

（若狭町） 

25 石井 

3 H30.12.8 ふくい○里フォーラム 
自然再生団体、活動者、

研究者の活動発表 

ふくい農業 

ビジネスセンター 

（越前市） 

25 石井 

4 H30.12.18 第２回さとうみサロン 

寛文地震が三方五湖の

周辺地形に与えた影響

を学ぶ 

福井県立三方

青年の家 

（若狭町） 

28 宮本 

5 H31.1.22 
田んぼの生きもの調査

学習会 

カエル調査に関する学

習会 

福井県年縞博

物館セミナー室 

（若狭町） 

10 石井 

  ※ふくい○里フォーラムは第３回リーダーズカレッジと同時開催 

 

【専門分野での協力事業（三方五湖・北潟湖自然再生協議会を除く）】 

№ 開催日 行事名 内容 開催場所 担当 

1 H30.5.21 
海山漁協 
ウナギ放流事業 

参加者への解説 
水月湖 

（若狭町） 
宮本 

2 H30.9.21 
海山漁協 
育成田フナ稚魚放流事業 

参加者への解説 
水月湖 

（若狭町） 
宮本 

3 H30.10.10 
三方五湖世界農業遺産認定 
現地調査 

現地審査の事前確認 
三方五湖周辺 

（美浜町・若狭町） 
宮本 

4 H30.11.29 
三方五湖世界農業遺産認定 
現地審査 

専門家会議委員の現地調

査随行 

三方五湖周辺 

（美浜町・若狭町） 
宮本 

5 H31.1.24 
三方五湖世界農業遺産認定 
２次審査 

専門家会議委員へのプレ
ゼンテーション 

農林水産省 

（東京都） 
宮本 

6 H31.3.12 
若狭町認定農業者協議会 

農政研修 

代かき時の濁水に含まれ

る肥料分の調査結果報告 

ホテル水月花 

(若狭町) 
石井 
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【大学等での講義】 

№ 講義日 講義名 相手 担当 

1 H30.6.6 
自然再生事業モニタリング実習 

ガイダンス 
東京大学学生、院生 石井 

2 H30.6.18-19 保全生態学実習 福井県立大学学生 石井 

3 H30.6.26-27 保全生態学実習 福井県立大学学生 石井 

4 H30.7.4 保全生態学実習 福井県立大学学生 石井 

5 H30.7.23 
自然再生事業モニタリング実習 

ガイダンス 
福井県立大学学生 石井 

6 H30.9.4-7 自然再生事業モニタリング実習 
東京大学学生、 

福井県立大学学生 
石井 

 

















 

 

  

≪編集後記≫ 

 このたび、２０１８年度の活動の記録として「年報２０１９」を発刊させていただきました。 

第２期中期計画も２年目を迎え、新たな研究員２名も加わり、計４名の研究員体制になると

ともに、福井県年縞博物館への事務所移転により研究環境も充実しました。 

福井県の里山里海湖の保全と活用が一層進むよう、スタッフ一同頑張ってまいりますので、

今後ともご指導、ご支援をいただきますようお願い申し上げます。 

 

編集責任者：永木庄治 

編集・執筆：加藤睦教、小幡三佳、吉田貴寿、現方慶昌、大宮真実、牧尾あずさ 

             宮本 康、石井 潤、樋口潤一、山﨑彬輝 
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